
令和３年度 大分地方最低賃金審議会 

 

 

１ 日時  令和３年８月 10 日（火）午後４時 45 分～ 

 

２ 場所  第２ソフィアプラザビル ４階会議室 

（大分市東春日町 17 番 20 号） 

 

３ 出席委員（敬称略） 

公 益 代表：荒井 公美、井田 雅貴、城戸 照子、清水 立茂、松隈 久昭 

労働者代表：石本 健二、鹿嶋 秀和、山田 功一、山本 悦子 

使用者代表：飯田 聡一、小野 賢治、中島 英司、藤野 久信、宮脇 恵理 

大分労働局：中山 局長、中井 労働基準部長、幡手 賃金室長 

柳井 賃金主任 

 

４ 議  題  

（１）大分県最低賃金専門部会報告について 

  （２）大分地方最低賃金審議会の意見に関する異議申出の取扱いについて 

  （３）その他 

 

５ 議事要旨 

（１）大分県最低賃金専門部会報告について 

ア 清水会長から専門部会の審議経過の説明を行い、事務局が「大分県

最低賃金の改正決定に関する報告書」（以下、「専門部会報告」という）

を読み上げたのち、採決することとなった。 

イ 専門部会報告の時間額792円から30円を引き上げ822円とすること

について、大分地方最低賃金審議会は、公労側賛成、使側反対で結審

し、専門部会報告を可決した。 

ウ 大分地方最低賃金審議会から大分労働局長に答申した。 

（２）大分地方最低賃金審議会の意見に関する異議申出の取扱いについて 

ア 事務局から域別最低賃金に対する異議申出の期限を８月25日(水)、

異議申出に係る審議会を８月26日(木)に開催した場合は、10月６日発

効となることを説明した。 

（３）その他 

  特になし 



６ 局長挨拶 

清水会長はじめ、公・労・使の各委員の皆様、また、地賃専門部会委員の

皆様におかれましては、専門部会に引き続いて、本審での慎重かつ熱心なご

審議を賜り、誠にありがとうございました。 

今年度の最低賃金の改正審議につきましては、中央最低賃金審議会からの

賃金改定の目安が、目安小委員会と本審で採決による答申となり、また、大

分地方最低賃金審議会では、大分県知事をはじめ県下９市町村から最低賃金

引き上げに関する意見書が提出されるといった例年にない背景のもと、新型

コロナウイルス感染症はワクチン接種による抑制コントロールが依然でき

ていない中での審議となり、中小企業・小規模事業者が置かれている厳しい

状況、この感染症による経済、雇用、労働者の生活への影響など、様々な視

点を踏まえて、困難な判断をされなければならなかったことと推察いたしま

す。 

専門部会では、各側当事者として、雇用の維持の重要性、地域間格差縮小

など、様々な事情にも参酌いただきながら、真摯慎重な審議を尽くしていた

だき、答申をいただきましたことに、深く敬意を表します。今回いただきま

した答申につきましては、法令に基づく手続きを経た後、10月６日発効の運

びとなりますが、これもひとえに本審議会各委員の皆様の御尽力によるもの

と重ねて感謝申し上げる次第でございます。 

この改正された大分県最低賃金の適用に当たりましては、大分労働局をあ

げて広く周知を行なうとともに、最低賃金の履行確保を確実に図ってまいる

所存でございます。 

本日、大分県最低賃金について、答申をいただいたところではありますが、

各委員の皆様には、引き続き、大変お忙しい中、「産業別最低賃金」の審議

もお願いしているところでございます。今後とも最低賃金制度の円滑な運用

に向けて、更なるご尽力を賜りますよう、お願い申し上げまして、御礼の言

葉とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


